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Chromobacterieae中Pseudomonasに 属 す るを知 る.而 も運 動 性 を有 し,ゼ ラチ ンを液 化

し,硝 酸 瞳 を還 元 し,イ ン ドー ル を生 す る等 の諸 性質 は よ く文 献 記載 のPseudomonas myxO-

genesと 一 致 す る も,リ トマ ス牛 乳 を凝 圃せ す,叉 最 適 温 度高 き貼 に於 て該 菌 と異 る性 質 を示

す.故 に本 菌 はP・eudem・n・s/の 一穂 こして殊1こP…d・m。ll・s. m x。9・n・,1こ 近 縁 な る もの

と糸吉論 し得・る.

              (昭 和 24年 3 月 4 日 受 理)
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    繊 維 質 の ア ノレコー ル化 に關 す る研 究(第4報)

          木 材 糖 化 液 に つ い て(其2)

      Studies on七he Alcoholization of Cellulose Materials. Part IV

        On the Saceharifie:]Solution of Wood.(2nd Report)

            片 桐 英 郎 ・辰 已 忠 吹

             Hideo Katagiri and Chuji Tatsumi.

 稀酸 にて加塵加熱下 に木材を糖化 し得 られる糖化液の成分は,木 材を構成する各種成分の分

解生成物及共等の第2次 的攣化による生成物が考えられる.從 來之等に關する研究は多藪行は

れて來たが極めて複雑な もの と看倣 され詳細な職告は少い.木 材糖化液の成分は糖化條件によ

つて異 るは勿論木材の極類 によつて差異のある事は容易に考えられる・著者はシヨラr法 によ

り桑條を糖化し得たる糖化液の成分 を明かにし各種醗酵に資せん とする.

 蟹験方法:實 験 に供 した糖化液は第1報 にて得たる桑條塘化液(桑 條5009よ り糖化液7500cc

を得)で あつて酒精醗酵に關係ある成分のみ第3報 にて報告した.本 報に於ては次の如 く糖化

液 を逐次詳細に分析 した.糖 化液をBti(OII)2に て精密に中禾ロし濾別 し濾液に就て固形分,友

分,還 元糖を測定する.次 に水蒸氣蒸溜を行 う(酷酸アニリン反慮を呈 しな くPH・ 6.5迄)・蒸

溜液はN/lO NaOHで 滴定し其滴定数を求める.中 和液の一部を蒸稜乾洞 し得 られるi揮稜性有

機酸盤に就て蟻酸,酷 酸,レ ヴユ リン酸の定性定量を行 う.又 中和液の一部に就てフルフ・一ル

オキシメチルフルフロールの定性定量を行 う.水 蒸氣蒸溜淺液 を中和 し工一テル抽出を行 う.

抽出残液 の一部 を蒸獲乾洞 し固形分,荻 分を測定 し弛部は減巫濃縮する.濃 縮液に酒精を加 え

80%酒 精溶液 とする.生 す る黄褐色沈澱を濾別し80%酒 精 にて洗瀞 し硫酸乾燥器にて乾燥秤量

する,次 に熱水にて溶解し濾過 し濾液に就て試験を行う・叉上記80%酒 精溶液は減璽濃縮 し,

酒精を騙逐 し蒸溜水 を加え稀繹 し稀硫酸にて中和 しBaSO4を 濾別 し濾液に就て試験を行 う.

 實験結果:糖 化液の固形分186.009(原 料に謝 し37.33%),友 分 五7.259(5.45%),還 元糖

                   (姶)
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167.759(33.55%).エ ーテ ル 抽 出物 は極 め て少 い.ア セ トンは ナ ト リウ ム ニ ト ロプル シ ツ ド反

慮 にて陰 性 で あ る.フ ル フ ・一ル は糖 化過 程 の霧期 の部 分 に 多 く次 第 に減 少 し終 末期 に は殆 ど

痕 跡 で あ る.不 均0.(}/1 911 OOccの 濃 度 にて 溶 解 して い る(原 料 に封 して0.82%).爾 生 成 歩 合 は

糖 化 温 度 及 時 闇,酸 濃 度 に關 係す る如 くで あ る・ オ キ シ メチル フル フ ロ・"・ル は干 均0.0002891

100ccの 濃 度 にて 溶 解 して い る(原 料 に封 して0.021%).揮 獲 性 有 機 酸 と して蟻 酸,酷 酸,レ

ヴ ユ リ ン酸 が 確認 され,酷 酸 として 計算 して 雫均o.21659/100ccの 濃 度 で あ る(原 料 に封 して

3。25%).水 蒸 氣 蒸 溜 液 に封 す るFeC13反 慮 は陰 性 で あ る.糖 化液 よ り硫酸,揮 稜 性 物質,エ

eテ ル可 溶 物 を 除 去 した液 は 固形分162.009(2.169/100ecの 濃 度 にて 原 料 に封 して32.40%)

で あ る.此 液 を減 壁 濃 縮 し酒 精 を加 えて80%酒 精 溶 液 とす れ ば 黄褐 色 の沈 澱 を生 す る(フ ミ ン

物 質).此 沈 澱 を乾 燥 して58.049を 得 る.之 を熟 水 に て溶 解 し(一 部 不溶)得 た 溶 液 はBaを 含

む か ら硫 酸 にて正 確 に除 去 し,次 の 試験 結 果 を得 た.(1)フ エ'リ ン グ溶 液 を還 元 す る.(2)

酷 酸 鉛 溶 液 に て褐 色 の沈 澱 を 生す る・(3)}lydhazone及O.sazoneの 結 晶 は得 られ な い・(斗)

砂 糖酸 加 里法 に よ る葡 萄 糖,粘 液 酸 法 に よ るガ ラ ク トー ズ及 び ナ フ トレ ゾ ル シ ン反 慮 に よ る ウ

ロン酸 の槍 μ1を夫 々試 み る も明確 に表 れ な い.(5)酵 母 に よ る酒 精 醗 酵 に於 て酒 精 生成 を認 め

其糖 溝 費 率 は61.32%で あ る、 一.F記沈澱 を濾 別 した80%酒 精 溶 液 を減 墜 濃 縮 し得 た る濃 厚液 に

蒸 溜 水 を加 え稀 繹 し之 に酪 酸 鉛 溶 液 を加 うる も沈 澱 を生 じな い の で 或 程 度 純 粋 な糖 液 で あ る と

考 え られ次 の箪 糖 類 の試 験 を行 う。 固 形分101・179(原 料 に劉 して20.23%)で あ る.稽 着 色 し

て い る か ら活 性 炭 を加 えて脱 色 を試 み る も完杢 に脱 色 され な い.術FeCl:sに て 黒 色,酷 酸 ア

ニ リ ンにて 赤 色 を夫 々呈 す るか ら糖 以 ケトの物 質 が 多少 存 在 す る事 が窺 れ る.

 フ ロ ログル シン反 慮 及び オ ル シ ン反慮 は何 れ も陽性 で ペ ン トー ズ の存 在 を確 認 す る.砂 糖 酸

加 里法 に よ り葡 萄 櫓 の 存 在 を確 め る に僅 に結 品 備 虫貼130～132℃)を 析 幽 し,粘 液 酸 法 に よ る

ガ ラク トー ズの 存 在 は 陰性 で あ り,セ リワ ノブ法 に よ るケ トー ズの 反 慮 は 顯 著 で あ る。 然 し,

11ethylphen>'1hydraz(,mに ょ るd-Fruct()st--ct'methy]plien .ylhydrrazoneの 生 成 を試 み るに融

鮎173～174℃ の結 品 を得 た が此 物 質 に就 て は不 明 で あ る.之 は葡 萄 糖 の酸 分 解,縮 合 物(フ

ミン物 質等)』 に原 因 す る と考 え られ る.                      ＼

 フエ ニル オ サ ゾ ン法 に よ る各糖 の槍HK確 認 した もの丈 を掲 げ る)上 記 試 料 溶液 よ りPhenyl-

hydrazineに て析 出 す る結 品 は融 鮎188℃}:てd-Mannore-Phenyl}lydrazoneに 一 致 す る・ 叉

過 剰 のPhenylhydrazineに よ る も結晶 を析 出 しない.次 にDiphenylhydrazineに て融 窯204

～205℃ の結 晶 を得,1-Arabinose・Pheny1}ユydrazoneに 一一i致す る・Methy1-Pllenylhydrazine

に よ る試 験 は上 記 の如 くで あ る.次 にP-Brplrenylhydrazineに て融 鮎160"Cの 結 晶 を得,

1・Arabinose・p-Br-phenylhydrazoneに 一 致 す る.

 酵 母 に よ る酒 精 醗 酵 に於 て酒 精 を確 認 し,共 糖 酒 費 率 は80.50%で あ る.

              (昭 和24年3月4日 受 理)
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